
日
本
共
産
党
は
自
ら
「
平
和
の
党
」

と
宣
伝
し
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ

う
で
し
ょ
う
か
？
　
彼
ら
の
本
当
の
姿

を
知
る
こ
と
は
、「
野
党
と
市
民
の
共
闘
」

を
掲
げ
て
「
民
共（
立
共
）」
協
力
関
係

を
結
ぶ
立
憲
民
主
党
（
支
持
者
）
の
皆

さ
ん
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
将
来
に
と

っ
て
も
重
大
な
問
題
で
す
。

今
年
６
月
11
日
、
政
府
は
鈴
木
宗
男

参
院
議
員
の
質
問
に
、「
共
産
党
は
、『
暴

力
革
命
の
方
針
』
に
変
化
は
な
い
」
と

し
、「『
破
防
法
』（
破
壊
活
動
防
止
法
）

調
査
団
体
で
あ
る
」
と
２
０
１
５
年
に

続
き
閣
議
決
定
。
共
産
党
の
知
ら
れ
ざ

る
実
態
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
は
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年

に
「
山
村
工
作
隊
」
等
を
組
織
し
、
全

国
で
武
装
闘
争
を
展
開
。
彼
ら
を
取
り

締
ま
る
「
破
防
法
」
が
制
定
さ
れ
、
以

来
、
70
年
余
に
わ
た
り
共
産
党
は
そ
の

調
査
対
象
団
体
で
し
た
。

そ
の
正
体
を
隠
そ
う
と
厚
化
粧
し
、

「
立
共
共
闘
」
の
衣
を
着
た
の
が
事
実
で

す
。
こ
の
共
産
党
の
偽
装
工
作
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
　

野党統一候補は共産党支持候補
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「野党と市民の共闘」…でも「共産党の正体」を知っているの？
●「
平
和
の
党
」と
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
す
！

「
破
防
法

団
体
」と
閣
議
決
定

「
歴
史
的
合
意
」
と
共
産
党
が
自
賛
し

た
「
野
党
統
一
候
補
」
誕
生
と
「
民
（
立
）

共
」共
闘
。
実
際
は
民
主
党
か
ら
民
進
党
、

さ
ら
に
立
憲
民
主
党
と
看
板
を
書
き
換

え
て
も
支
持
率
が
上
が
ら
ぬ
所
に
、
共

産
党
が
す
り
寄
っ
た
苦
し
紛
れ
の
「
相

乗
り
作
戦
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
民
主
党
政
権
で
外
相
を
務
め

た
前
原
誠
司
衆
院
議
員
（
国
民
民
主
党
）

は
「
シ
ロ
ア
リ
み
た
い
な
者
と
協
力
し

た
ら
土
台
が
崩
れ
る
」
と
「
民
共
合
作
」

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
立
憲
と
袂た

も
とを

分
か
ち

ま
し
た
。
し
か
し
立
憲
民
主
党
も
一
定

数
を
保
持
す
る
共
産
党
勢
力
は
魅
力
で
、

政
府
方
針
に
反
対
す
る
た
め
に
共
産
党

と
「
野
党
連
合
」
を
つ
く
り
、
国
会
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
重

要
法
案
審
議
も
そ
っ
ち
の
け
で
政
府
与

党
の
揚
げ
足
取
り
に
躍
起
で
す
。

そ
ん
な
「
立
共
共
闘
」
に
、一
般
市
民

や
支
持
母
体
の
労
組
「
連
合
」
か
ら
も

「
大
丈
夫
か
？
」
と
の
声
も
…
。
い
え
、

大
丈
夫
な
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
産

党
が
世
界
中
で
行
っ
て
き
た
こ
と
は
そ

の
「
負
の
歴
史
」
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

世
界
初
の
共
産
革
命
を
成
功
さ
せ
た

旧
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
や
中
国
で
は
、
党
勢

力
の
弱
小
時
は
牙
を
隠
し
大
勢
力
と
共

闘
し
そ
の
庇
護

ひ

ご

を
受
け
、
そ
の
間
に
相

手
の
屋
台
骨
を
食
い
潰つ

ぶ

す
。
い
わ
ば

「
庇ひ

さ
しを

借
り
母
屋

お

も

や

を
取
る
」（
軒
先
を
借

り
家
を
丸
ご
と
奪
う
）
と
い
う
の
が
、

共
産
党
の
常
套

じ
�
う
と
う手

段
な
の
で
す
。

１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
指
導

し
た
レ
ー
ニ
ン
は
「
金
持
ち
を
皆
殺
し
に

し
、
世
界
中
の
政
府
を
暴
力
で
転
覆
せ

よ
！
」
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン（
国
際
共
産
党
）

を
組
織
。
そ
の「
日
本
支
部
」と
し
て
誕

生
し
た
の
が
、実
は
日
本
共
産
党
で
す
。

ロ
シ
ア
で
は
、
皇
帝
を
追
放
し
た
２

月
革
命
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
は
２
割
し

か
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
少
数
党

（
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
）
の
レ
ー
ニ
ン
は
、
連

立
政
権
に
入
り
な
が
ら
政
権
を
潰つ

ぶ

す
工

作
を
展
開
。
つ
い
に
は
暴
力
革
命
を
起

こ
し
て
臨
時
政
府
を
潰
し
、
共
産
党
に

よ
る
独
裁
国
家
に
し
た
こ
と
は
歴
史
の

事
実
な
の
で
す
。

ソ
連
生
ま
れ
の
日
本
共
産
党
が
ソ
連

崩
壊
後
に
目
指
し
た
の
は
中
国
で
し
た
。

直
近
で
は
志
位
和
夫
委
員
長
が
人
権
抑

圧
か
ら
習
近
平
指
導
部
の
党
創
立
100
周

年
式
典
を
批
判
。
し
か
し
中
国
は
建
国

以
来
70
余
年
続
く
共
産
党
一
党
独
裁
国

家
で
、
実
は
日
本
共
産
党
も
「
志
位
執

行
部
」
が
21
年
も
「
独
裁
」

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

さ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
国

支
部
の
毛
沢
東
は
、「
敵
（
日

本
）の
敵（
国
民
党
）は
味
方
」

と
国
民
党
の
蒋
介
石
総
統
を

拉
致
・
脅
迫
し
「
国
共
合
作
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
、
共

産
党
員
が
国
民
党
組
織
に
入

り
込
ん
で
ス
パ
イ

活
動
。
そ
の
一
方
、

延
安
に
勢
力
を
温

存
し
、
日
本
の
敗
戦

後
、
国
民
党
を
台

湾
に
追
い
出
し
、

共
産
党
の
一
党
独

裁
国
家
に
し
ま
し

た
。「
敵
の
敵
は
味

方
」
と
、
立
民
と
組

ん
だ
日
本
共
産
党

の
手
口
と
ソ
ッ
ク

リ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
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●「
シ
ロ
ア
リ
共
産
党
」に
食
わ
れ
る
立
憲

「
庇

�
�
�

借
り
母
屋

�

�

�

取
る
」常
套

�
�
�
�
�

手
段

▲コミンテルンの父・レーニンは少数派
から暴力革命で臨時政府を倒した

●
「
民
共
合
作
」
の
本
家
本
元

中
国
の
場
合

▲毛沢東㊨の謀略で蒋介石㊧を拉致し
「国共合作」により国民党を操った

調
査

対
象

※公式サイトは
↓のＱＲコード
からアクセス

●
日
本
共
産
党
の
生
み
の
親

旧
ソ
連
の
場
合



Ｑ
共
産
党
公
式
サ
イ
ト
（「
党
の
あ

ゆ
み
」）
で
「
戦
争
に
反
対
し
た

唯
一
の
政
党
」
と
あ
る
け
ど
、
本
当
？

Ａ
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は「
カ
ク
サ
ン
部
」

と
称
し
宣
伝
す
る
が
、
実
は
隠
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
だ
。
戦
前
、「
戦

争
に
反
対
し
た
」
か
ら
弾
圧
さ
れ
た
と

言
っ
て
い
る
が
、
事
実
は
「
戦
争
を
内

乱
に
転
化
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
＝
天
皇
制

の
革
命
的
転
覆
を
」
と
過
激
な
武
装
闘

争
を
し
て
捕
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

昭
和
７（
１
９
３
２
）年
に
銀
行
強
盗
、

さ
ら
に
翌
年
に
は

宮
本
顕
治
（
初
代
委

員
長
）が
、
同
志
の

小
畑
達
夫
を「
査
問
」

と
呼
ば
れ
る
リ
ン
チ（
私
刑
）で
死
な
せ

て
逮
捕
さ
れ
た
り
、
恐
ろ
し
い
事
件
を
起

こ
し
た
の
が
事
実
な
ん
だ
。

ひた隠す共産党の知られざる正体
心ある人々に嫌われる理由は……調べてガッテン!!
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「
立
共
共
闘
」（「
野
党
と
市
民
の
共
闘
」）
に
よ
る
「
統
一
候
補
」
が
話

題
と
な
っ
て
い
る
日
本
共
産
党
。
そ
こ
で
同
党
が
ひ
た
隠
し
に
す
る
「
知

ら
れ
ざ
る
正
体
」
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
で
疑
問
に
答
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●「
戦
争
に
反
対
し
た
唯
一
の
党
」？

強
盗
や
同
志
リ
ン
チ
で
自
滅

Ｑ
共
産
党
が
最
近
「
日
米
安
保
条

約
破
棄
」
を
政
権
公
約
か
ら
は

ず
し
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ

れ
て
い
た
け
ど
、
本
当
な
の
？

Ａ
あ
く
ま
で
「
選
挙
公
約
」
の
話

だ
。
だ
け
ど
「
党
の
憲
法
」
と

も
言
え
る
「
２
０
２
０
年
綱
領
」
に
は

「
日
米
安
保
破
棄
・
米
軍
追
放
・
自
衛
隊

の
解
消
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

紛
ら
わ
し
い
け
ど
綱
領
は
堅
持
し

て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ら
は
立
憲
民

主
党
の
主
張
と
は
全
く
違
う
政
策

だ
。
立
憲
の
『
枝
野
ビ
ジ
ョ
ン
』
で

は
軽
武
装
・
経
済
外
交
重
視
の

「
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
路
線
を
評
価
し

「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
」
を
標
榜
。
伝
統
的
価

値
観
軽
視
の「
エ
セ
保
守
」
と
は
言
え
、

こ
れ
を
真
っ
向
否
定
す
る
共
産
党
と
の

「
共
闘
」
は
、
立
憲
支
持
者
だ
け
で
な
く

国
民
へ
の
裏
切
り
行
為
だ
と
言
え
る
。

●
綱
領
に「
安
保
破
棄
・
米
軍
追
放
・
自
衛
隊
解
消
」明
記

立
憲
民
主
党
と
は
全
く
違
う
政
策

Ｑ
志
位
和
夫
委
員
長
は
、
党
名
を
変

え
な
い
の
は
「
ブ
レ
な
い
筋
を
通

す
象
徴
」
だ
と
自
慢
し
て
る
け
ど
…
。

Ａ
党
名
こ
そ
が
彼
ら
の
象
徴
だ
。

「
共
産
」と
は「
生
産
手
段
の
共
有
」

つ
ま
り「
私
企
業
」
を
認
め
ず
共
有
化
す

る
も
の
で
、
民
主
主
義
と
相
容
れ
な
い
。

「
大
企
業
敵
視
は
デ
マ
」
と
喧
伝
す
る
が

実
際
は
党
綱
領
で
「
大
企
業
・
財
界
の

横
暴
な
支
配
」と
明
記
。
昨
年
の
日
本
の

税
収
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
の
は
企
業

法
人
税
の
お
か
げ
。
そ
れ
を
説
明
で
き

な
い
階
級
理
論
を
奉
ず
る
の
は
「
ブ
レ

ず
に
革
命
め
ざ
す
党
」
の
証
拠
だ
ね
。

●「
党
名
を
変
え
な
い
ブ
レ
な
い
党
」？

私
企
業
認
め
ぬ
革
命
党
の
証
明

●「
護
憲
の
党
」っ
て
本
当
な
の
？

現
憲
法
に
反
対
し
た
事
実
を
隠
蔽

Ｑ
よ
く
「
憲
法
改
悪
を
許
す
な
！
」

と
叫
ん
で
い
る
け
ど
、
共
産
党
も

「
護
憲
」
政
党
と
言
え
る
の
？

Ａ
と
ん
で
も
な
い
。
共
産
党
は
現
憲

法
の
制
定
時
に
真
っ
向
か
ら
反
対

し
な
が
ら
、
今
は
都
合
が
悪
い
の
で
、

そ
の
事
実
を
隠
蔽

�
�
�
�

し
て
い
る
だ
け
さ
。

し
か
も
、
か
つ
て
共
産
主
義
に
基
づ
い
て

「
天
皇
制
を
廃
止
し
共
和
制
・
民
主
集
中

制
」
を
唱
え
た
「
日
本
人
民
共
和
国
憲

法
草
案
」
も
堂
々
と
発
表
し
て
い
た
。
だ

か
ら
「
護
憲
」
を
装
っ
て
い
る
の
は
あ

く
ま
で
も
「
民
共
（
立
共
）
共
闘
」
に
よ

る
野
党
連
合
の
た
め
。
そ
の
先
に
「
統

一
戦
線
・
民
主
連
合
政
府
」
の
樹
立
を

め
ざ
し
て
い
る
。
だ
か
ら
国
民
を
惑
わ

す
口
車
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
。

２
０
１
６（
平
成
28
）
年
、
天
皇
陛
下

ご
臨
席
に
よ
る
国
会
開
会
式
に
共
産
党

が
69
年
ぶ
り
に
参
加
し
、「
現
実
路
線
へ

の
転
換
？
」
と
話
題
と
な
っ
た
。
だ
が
２

０
１
９
年
に
皇
室
と
縁
の
深
い
元
号
を

改
め
た
際
、「
令
和
」

に
反
対
し
た
の
が

共
産
党
な
の
だ
。

戦
前
、
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
か
ら
「
天
皇
打
倒
の
指
令
」
を

受
け
た
共
産
党
は
、
戦
後
も
天
皇
制
反
対

を
綱
領
に
明
記
、
開
会
式
欠
席
を
続
け
て

き
た
。
そ
れ
を
改
め
た
狙
い
は
立
憲
民
主

党
と
国
民
を
騙だ

ま

す
た
め
。
偽
装
戦
術

�
�
�
�
�
�
�

に

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
！
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